
北
野
恒
富
の
水
墨
技
法
に
よ
る
日
本
画

中

谷

伸

生

は
じ
め
に

北
野
恒
富
（
一
八
八
〇
―
一
九
四
七
）
の
《
花
見
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
）〔
個
人
蔵
〕（
図
⚑
、
⚒
、
⚓
、）
に
は
、
複
数
の
同
図
様
の
作

品
が
残
さ
れ
て
お
り
、《
花
見
》
も
そ
れ
ら
の
中
の
一
点
で
あ
る
。
こ
の
図
様
が
描
か
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
大
正
七
年
（
一

九
一
八
）
頃
と
さ
れ
て
い
る（

⚑
）。
下
絵
を
用
い
ず
に
、
本
紙
に
直
接
筆
を
走
ら
せ
た
、
い
わ
ば
水
墨
基
調
の
作
品
で
、
筆
さ
ば
き
の
素
早
さ

が
直
截
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
墨
の
濃
淡
、
擦
れ
、
に
じ
み
な
ど
が
随
所
に
垣
間
見
ら
れ
て
、
ま
こ
と
に
爽
快
な
絵
画
で
あ
る
。
女
性
の

目
、
鼻
、
口
と
続
く
横
顔
は
、
一
筆
で
引
か
れ
、
近
づ
い
て
見
る
と
、
そ
の
線
描
は
に
じ
み
が
は
な
は
な
だ
し
い
。
ま
た
、
彼
女
が
被
る

茶
系
の
頭
巾
も
、
そ
の
周
辺
が
に
じ
ん
で
ぎ
ざ
ぎ
ざ
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
背
中
に
見
え
る
着
物
の
柄
の
菱
型
と
丸
型
の
淡
墨
に
よ

る
連
続
す
る
文
様
も
、
ま
っ
た
く
無
造
作
に
筆
を
引
い
た
と
思
わ
れ
、
日
本
画
で
い
う
な
ら
習
作
の
域
に
あ
た
る
線
描
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

女
性
の
上
半
身
を
描
い
た
細
い
水
墨
に
よ
る
輪
郭
線
は
、
即
興
的
で
軽
快
な
筆
さ
ば
き
を
示
し
、
い
わ
ば
一
筆
描
き
の
「
素
描
」
と
い
っ

た
印
象
を
与
え
る
。
加
え
て
、
画
面
を
締
め
括
る
黒
い
帯
は
、
一
気
呵
成
か
つ
大
胆
に
描
か
れ
、
ま
さ
に
水
墨
画
の
趣
で
あ
る
。
そ
の
上

に
所
々
金
泥
が
塗
ら
れ
た
。
背
景
に
は
、
四
枚
の
桜
の
花
び
ら
が
舞
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
渋
く
抑
え
た
金
泥
を
用
い
て
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
作
品
で
、
画
面
右
上
に
「
恒
富
筆
」
の
墨
書
と
「
夜
雨
亭
恒
富
」
の
朱
文
長
方
印
が
見
ら
れ
、
材
質
寸
法
は
、

北
野
恒
富
の
水
墨
技
法
に
よ
る
日
本
画
（
中
谷
）
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紙
本
墨
画
金
泥
淡
彩
、
縦
六
二
、
七
×
横
五
二
、
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

以
上
、《
花
見
》
は
、
完
成
作
と
い
う
よ
り
も
、
未
完
成
の
習
作
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
漂
う
。
し
か
し
、
右
上
に
落
款
が
あ
る
こ
と
と
、

付
属
品
の
共
箱
の
表
に
作
者
に
よ
っ
て
「
花
見
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
完
成
作
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
こ
に
は

水
墨
画
の
志
向
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
日
本
画
制
作
の
基
本
で
あ
る
大
下
図
を
透
き
写
す
作
業
を
省
い
て
、
即
興
的
に
描
く
こ

と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
恒
富
は
、
か
つ
て
「
自
然
に
対
し
て
感
動
を
う
け
た
其
感
情
を
偽
ら
ず
描
く
た
め
（
中
略
）
墨
一
色
位
で
、
自

分
の
感
じ
を
表
す
」

（
⚒
）

と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
さ
に
《
花
見
》
は
、
京
都
の
上
村
松
園
（
一
八
七
五
―
一
九
四
九
）
や
東
京
の
鏑
木
清

方
（
一
八
七
八
―
一
九
七
二
）
ら
の
顔
料
を
主
と
す
る
日
本
画
と
は
一
線
を
画
す
る
絵
画
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
清
方
に
は
、
多
少
と
も

水
墨
的
効
果
を
用
い
た
作
品
も
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
恒
富
ほ
ど
水
墨
画
に
接
近
し
た
日
本
画
家
は
め
ず
ら
し
い
。
大

正
十
三
年
（
一
九
一
四
）
に
恒
富
は
『
大
毎
美
術
』
に
寄
稿
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

従
来
の
美
人
画
家
は
、
画
を
製
作
す
る
の
に
往
々
下
図
を
描
い
て
、
そ
れ
に
絹
や
紙
を
の
せ
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

写
し
た
本
図
の
画
は
、
も
ウ
『
美
人
』
と
い
ふ
理
智
の
尺
度
で
極
め
を
つ
け
た
も
の
で
、
カ
チ
カ
チ
の
細
工
も
の
に
な
つ
て
い
る
。

こ
の
点
に
鏡

（
マ
マ
）み
て
私
自
身
が
さ
う
す
る
の
は
勿
論
、
門
下
生
諸
君
に
対
し
て
も
、
ブ
ッ
つ
け
に
木
炭
で
絹
に
素
描
き
を
し
て
そ
の

ま
ゝ
本
描
写
に
か
ゝ
る
事
に
し
て
ゐ
る（

⚓
）。

大
阪
を
拠
点
に
し
て
活
動
し
た
北
野
恒
富
は
、
日
本
近
代
美
術
史
上
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
実
力
に
見
合
っ
た
評
価
を
与
え
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
東
京
の
鏑
木
清
方
や
京
都
の
上
村
松
園
の
陰
に
隠
れ
て
、
そ
の
存
在
は
、
京
都
画
壇
の
梶
原
緋
佐
子
や
伊
藤

小
坡
ら
よ
り
も
低
か
っ
た
。
そ
う
し
た
価
値
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
単
純
化
し
て
簡
潔
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
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い
が
、
一
つ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
恒
富
の
作
品
を
直
接
評
価
す
る
こ
と
な
く
、
大
阪
と
い
う
地
域
に
対
す
る
評
価
が
、
ま
ず
歪
ん

で
な
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、「
大
阪
」
の
絵
画
は
、
研
究
の
対
象
に
な
り
に
く
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
世

大
坂
画
壇
の
研
究
が
遅
れ
た
こ
と
に
比
例
し
て
、
近
代
大
阪
画
壇
の
研
究
も
大
幅
に
遅
れ
た
。

も
っ
と
も
、
近
代
大
阪
が
、
京
都
や
東
京
と
比
べ
て
、
次
々
に
重
要
な
画
家
を
生
み
出
し
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
と
恒
富

に
関
し
て
は
、
ま
っ
た
く
不
当
な
評
価
が
続
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
美
術
全
集
『
洋
画

と
日
本
画
近
代
の
美
術
Ⅱ
』
第
二
十
二
巻
（
講
談
社
）

（
⚔
）

で
も
、
い
わ
ゆ
る
美
人
画
を
描
い
た
日
本
画
家
と
し
て
は
、
上
村
松
園
（
京
都
）、

池
田
蕉
園
（
東
京
）、
梶
原
緋
佐
子
（
京
都
）、
伊
藤
小
坡
（
伊
勢
―
京
都
）、
鏑
木
清
方
（
東
京
）、
岡
本
神
草
（
神
戸
―
京
都
）、
竹
久

夢
二
（
岡
山
―
東
京
）、
谷
角
日
婆
春
（
兵
庫
県
美
方
郡
―
京
都
）
ら
、
松
園
や
清
方
ら
の
大
画
家
は
と
も
か
く
、
か
な
り
マ
イ
ナ
ー
な

画
家
た
ち
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
阪
の
恒
富
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
評
価
の
基
準
は
、
恒
富
の
実
力
か
ら

い
っ
て
、
ま
こ
と
に
不
当
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

大
き
な
回
顧
展
と
し
て
、
よ
う
や
く
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
石
川
県
立
美
術
館
、
滋

賀
県
立
近
代
美
術
館
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
初
め
て
と
い
っ
て
よ
い
全
国
的
な
披
露
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一

七
）
に
、
計
一
七
〇
点
を
超
え
る
最
大
の
回
顧
展
「
没
後
七
〇
年
北
野
恒
富
展
」
が
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
、
島
根
県
立
石
見
美

術
館
、
千
葉
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、
よ
う
や
く
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
一
体
、
恒
富
の
作
品
の
ど
こ

が
、
ど
の
よ
う
に
優
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
な
お
、
明
快
に
論
じ
た
論
文
や
批
評
は
現
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
作

品
に
即
し
て
、
具
体
的
に
恒
富
作
品
の
特
質
と
そ
の
評
価
に
言
及
し
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
恒
富
作
品
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
水
墨
技
法

を
採
り
上
げ
て
、「
擦
れ
た
筆
の
跡
を
見
せ
る
筆
触
」
の
効
果
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
特
質
は
、
京
都
の
上
村
松
園
ら
の
「
型
」
を

目
指
す
「
綺
麗
に
ま
と
ま
っ
た
」
日
本
画
と
は
異
な
り
、「
少
し
荒
っ
ぽ
く
て
活
き
活
き
と
し
た
筆
跡
を
残
す
」
と
い
う
特
質
を
明
白
に

北
野
恒
富
の
水
墨
技
法
に
よ
る
日
本
画
（
中
谷
）
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示
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
作
品
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
か
な
り
の
作
品
に
こ
の
水
墨
技
法
的
な
特
質
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
京

都
の
美
人
画
と
は
一
線
を
画
す
恒
富
に
よ
る
日
本
画
の
重
要
な
特
質
が
あ
る
。
以
下
、
こ
の
筆
触
に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
、
恒
富
作
品

の
評
価
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

一

大
阪
と
の
葛
藤

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）、
北
野
恒
富
（
一
八
八
〇
―
一
九
四
七
）
は
、
金
沢
の
元
前
田
藩
士
族
の
北
野
嘉
左
衛
門
の
三
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
本
名
は
富
太
郎
。
十
二
歳
の
頃
か
ら
版
下
の
彫
刻
業
に
従
事
し
、
十
七
歳
の
と
き
、
北
國
新
聞
の
彫
刻
部
に
勤
め
、
新
聞
挿

絵
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
る
。「
彫
刻
」
と
い
う
言
葉
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
明
治
期
に
お
い
て
は
浮
世
絵
や
版
本
の
た
め
の
「
版
（
板
）

を
彫
る
こ
と
」
を
意
味
し
た
。
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
（
sculpture）
の
よ
う
な
意
味
に
な
っ
て
定
着
す
る
の
は
、
大
正
期
前
後
か
ら
で
あ
る
。

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
七
歳
に
な
っ
て
、
大
阪
へ
出
て
、
翌
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十
八
歳
の
と
き
に
、
浮
世
絵
師
の
稲

野
年
恒
の
門
下
生
と
な
り
本
格
的
に
日
本
画
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
生
粋
の
大
阪
人
で
は
な
く
、
東
京
に
も
強
い
憧
れ
を
抱
き
、
日
本
美

術
院
に
接
近
も
し
た
が
、
あ
る
時
期
か
ら
、
何
か
に
吹
っ
切
れ
た
よ
う
に
、
生
涯
を
大
阪
の
文
化
に
賭
け
た
気
骨
の
あ
る
画
家
に
変
身
し

た
と
い
っ
て
よ
い
。

大
阪
に
出
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
東
京
と
比
べ
て
も
経
済
力
で
は
見
劣
り
の
し
な
い
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
頃
の
大
阪
へ
の
憧
れ

で
あ
ろ
う
。
恒
富
の
師
稲
野
年
恒
も
、
東
京
の
月
岡
芳
年
に
師
事
し
た
と
は
い
え
、
活
躍
し
た
場
所
は
大
阪
で
あ
り
、
新
聞
挿
絵
の
仕
事

に
力
を
入
れ
て
い
た（

⚕
）。
当
時
の
大
阪
の
繁
栄
を
振
り
返
っ
て
お
く
と
、
少
し
時
代
は
下
る
が
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
に
大
阪
市
は
、

人
口
や
面
積
で
東
京
市
を
抜
い
て
日
本
一
の
地
位
に
躍
り
出
て
、
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
ア
ジ
ア
最
大
の
大
都
市
と
な
っ

て
い
る
。
大
阪
は
、
新
聞
社
や
出
版
社
の
活
動
が
最
も
盛
ん
な
土
地
で
あ
り
、
画
家
を
志
す
青
年
は
、
魅
力
の
あ
る
仕
事
が
山
の
よ
う
に
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あ
る
大
阪
に
惹
か
れ
た
。
金
沢
で
生
ま
れ
た
恒
富
に
と
っ
て
も
、
大
阪
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
経
済
生
活
を
考
え
た
上
で
の
現
実
的

な
選
択
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
大
阪
で
は
新
聞
挿
絵
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
絵
画
制
作
に
励
ん
だ
。

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
三
〇
歳
の
と
き
、
第
四
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
以
後
、
文
展
と
略
す
）
に
《
す
だ
く
虫
》
を
出
品
し

て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
を
見
る
と
、
着
物
を
着
た
二
人
の
女
性
が
寄
り
添
っ
て
お

り
、
そ
の
表
情
は
物
憂
げ
で
、
恒
富
の
生
涯
に
わ
た
る
作
品
を
貫
く
、
人
物
の
「
表
情
」
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
十
四
年
（
一

九
一
一
）
三
十
一
歳
の
と
き
に
、
第
⚕
回
文
展
に
《
日
照
雨
》
を
出
品
し
て
三
等
賞
褒
状
を
得
て
注
目
を
浴
び
た
。
明
治
末
期
の
恒
富
の

絵
画
は
、
明
治
三
十
年
代
と
推
測
さ
れ
て
い
る
所
在
不
明
の
《
采
女
》
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
世
紀

末
的
な
頽
廃
的
雰
囲
気
を
漂
わ
す
。
こ
の
作
品
の
画
面
も
黒
っ
ぽ
く
て
、
こ
う
し
た
黒
や
グ
レ
ー
の
色
彩
に
よ
る
雰
囲
気
づ
く
り
は
恒
富

の
根
底
に
あ
る
色
彩
感
覚
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
十
四
歳
の
と
き
に
は
、
情
感
籠
る
可
憐
な
少
女
を
描
い
た
《
願
い
の
糸
》（
公
益
財
団
法
人
木
下
美
術
館
蔵
）

（
図
⚔
）
を
第
一
回
再
興
日
本
美
術
院
展
覧
会
に
出
品
し
て
日
本
画
家
と
し
て
の
名
声
を
確
立
す
る
。
こ
の
作
品
は
恒
富
の
代
表
作
の
一

点
と
さ
れ
て
お
り
、
星
明
か
り
に
よ
っ
て
糸
を
針
に
通
し
て
恋
愛
の
成
就
を
祈
る
風
習
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
表
情
に
娘
の
気
持
ち
が

反
映
さ
れ
て
、
画
面
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
魅
力
を
放
つ
作
品
に
な
っ
て
い
る
。「
俯
き
か
げ
ん
」
の
娘
を
描
い
て
、
純
真
な
心
持
を

描
く
の
は
、
恒
富
の
十
八
番
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
造
形
的
に
は
、
顔
の
輪
郭
線
が
多
少
と
も
に
ぶ
く
、
身
体
描
写

も
平
板
で
、
女
性
の
形
姿
を
か
た
ど
る
線
描
が
少
し
太
い
。
色
調
も
全
体
的
に
調
和
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
画
家
と
し
て
は
、
ま
だ

ま
だ
未
熟
さ
が
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
質
は
、
松
園
の
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
《
娘
深
雪
》（
足
立
美
術
館
蔵
）（
図
⚕
）
に
似

て
お
り
、
両
者
と
も
に
人
物
を
形
づ
く
る
輪
郭
線
が
野
太
く
、
モ
テ
ィ
ー
フ
の
緊
張
感
の
表
現
は
優
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
造
形
的
に
は

大
正
後
期
以
後
の
作
品
に
は
及
ば
な
い
。
そ
れ
は
時
代
の
傾
向
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
を
相
前
後
し
て
、
恒
富
は
横
山
大
観

北
野
恒
富
の
水
墨
技
法
に
よ
る
日
本
画
（
中
谷
）

【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第70巻第⚔号／
中谷伸生 最終⚒校／通し

七
一



ら
の
日
本
美
術
院
に
接
近
し
、
大
観
風
の
水
墨
に
よ
る
人
物
画
《
仙
人
》（
大
正
前
期
頃
・
耕
三
寺
博
物
館
蔵
）
を
制
作
し
た
。
そ
う
し

た
恒
富
の
活
動
に
対
し
て
次
の
批
評
が
出
た
。

あ
な
た
が
横
山
大
観
氏
な
ど
の
後
塵
を
追
ふ
て
、
そ
の
特
性
、
個
性
を
け
づ
つ
て
居
ら
れ
る
様
な
今
日
の
境
涯
で
は
な
か
つ
た
の

で
す
、
あ
な
た
の
芸
術
の
背
景
に
は
い
つ
ま
で
も
大
阪
人
士
の
生
活
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
あ
な
た
の
使
命
は
大
阪
画
壇
の
た

め
に
新
し
い
道
を
開
く
こ
と
に
あ
つ
た
筈
で
す
（
大
正
七
年
）

（
⚖
）。

確
か
に
、
大
観
へ
接
近
し
た
恒
富
は
、
東
京
へ
の
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、『
仙
人
』（
大
正
前
期
・
耕
三
寺
博
物

館
蔵
）
や
『
林
和
靖
』（
大
正
前
期
・
個
人
蔵
）
は
、
一
瞥
で
大
観
を
想
起
さ
せ
る
作
品
で
、
黒
を
基
調
と
し
た
墨
画
で
あ
る
。
大
正
期

の
美
術
界
で
は
、
東
京
や
京
都
に
比
べ
て
大
阪
の
画
家
の
イ
メ
ー
ジ
は
い
さ
さ
か
悪
く
、
大
阪
の
風
土
を
背
負
っ
て
活
動
し
た
画
家
た
ち

は
苦
戦
し
た
。
大
阪
の
絵
画
は
泥
臭
く
て
本
道
を
歩
ん
で
い
な
い
、
と
い
う
美
術
界
の
評
価
で
あ
る
。
こ
の
評
価
に
関
係
す
る
こ
と
だ

が
、
橋
爪
節
也
氏
が
採
り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
恒
富
自
身
が
整
理
し
て
い
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
『
夜
雨
草
堂
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た

新
聞
記
事
（
掲
載
紙
不
詳
）
に
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
た
。

今
度
の
会
で
は
的
確
二
等
賞
と
の
評
が
あ
る
さ
う
だ
が
、
又
或
向
で
は
氏
が
大
阪
で
あ
る
故
を
以
て
令
眼
視
し
て
ゐ
る
も
の
も
多

い
と
云
ふ（

⚗
）。

恒
富
は
、
こ
の
記
事
の
文
章
「
大
阪
で
あ
る
故
を
以
て
令
眼
視
し
て
ゐ
る
も
の
も
多
い
」
と
い
う
箇
所
に
朱
点
を
打
っ
て
い
る
。
橋
爪
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氏
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、「
怒
り
を
こ
め
て
朱
点
を
打
っ
た
」

（
⚘
）

と
い
う
。
こ
の
時
点
を
境
に
恒
富
は
、
大
阪
の
画
家
と
し
て
生
き
る
決
意
を

し
た
、
と
橋
爪
氏
は
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
の
朱
点
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
分
か
り
に
く
い
面
も
あ
る
が
、
橋
爪
氏

も
言
う
よ
う
に
、
こ
の
記
事
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
や
が
て
恒
富
は
、
大
阪
の
社
会
や
人
々
と
共
に
生
き
る
道
を
選
ん

だ
の
で
あ
る
。

後
の
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
、
大
阪
市
立
美
術
館
の
竣
工
に
あ
た
っ
て
、
恒
富
は
美
術
館
の
竣
工
を
特
集
し
た
雑
誌
『
大
大
阪
』

に
次
の
よ
う
に
寄
稿
し
て
い
る
。「
先
づ
、
第
一
に
美
術
館
の
年
中
行
事
と
し
て
、
日
本
的
な
展
覧
会
を
開
催
す
る
事
と
、
大
阪
市
主
催

に
よ
る
大
阪
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
を
開
催
す
る
事
と
の
二
つ
を
挙
げ
た
い
。」

（
⚙
）)
と
い
う
明
快
な
出
張
で
、
大
阪
の
画
家
た
ち
の
展
覧
会

企
画
の
推
進
に
力
を
入
れ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
提
案
を
行
っ
た
大
阪
画
壇
の
重
鎮
恒
富
の
展
覧
会
で
さ
え
、
以
後
、
八
十
数
年
間
、

同
美
術
館
で
は
開
催
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
近
代
絵
画
史
上
に
お
け
る
恒
富
の
評
価
に
直
接
関
わ
る
重
大
な
こ
と
で
、

長
ら
く
恒
富
が
近
代
絵
画
史
か
ら
除
外
さ
れ
続
け
た
大
き
な
遠
因
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

二

翳
り
の
あ
る
作
風

さ
て
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
お
よ
び
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
三
十
二
歳
の
頃
か
ら
京
都
の
画
家
た
ち
に
「
悪
魔
派
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
恒
富
は
、
十
九
世
紀
後
半
に
登
場
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
家
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
や
フ
ラ
ン
ス
の

詩
人
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
ら
の
悪
魔
主
義
の
美
学
に
傾
倒
し
、
大
阪
の
前
衛
的
な
悪
魔
派
と
呼
ば
れ
、
鬼
気
迫
る
作
品
を
制
作
す

る
。
確
か
に
恒
富
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
夭
折
の
奇
才
オ
ー
ブ
リ
ー
・
ビ
ア
ズ
リ
（
Beardsley
一
八
七
二
―
一
八
九
八
）
や
、
や
は
り
イ
ギ

リ
ス
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
画
家
と
呼
ば
れ
る
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
エ
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
・
ミ
レ
ー
（
M
illais
一
八
二
九
―
一
八
九
六
）、
あ
る

い
は
、
少
し
雰
囲
気
は
異
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
の
オ
デ
ィ
ロ
ン
・
ル
ド
ン
（
Redon
一
八
四
〇
―
一
九
一
六
）
ら
に
繋
が
る

北
野
恒
富
の
水
墨
技
法
に
よ
る
日
本
画
（
中
谷
）
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悪
魔
主
義
の
美
学
を
表
明
し
た
。

た
と
え
ば
四
〇
歳
の
と
き
に
《
淀
君
》（
大
正
九
年
・
耕
三
寺
博
物
館
蔵
）（
図
⚖
）
を
制
作
す
る
が
、
こ
こ
に
は
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠

璃
（
文
楽
）
の
演
劇
的
要
素
も
含
ま
れ
て
い
た
。
落
城
寸
前
の
大
坂
城
で
家
康
と
い
う
よ
り
も
、
自
己
の
運
命
を
睨
み
つ
け
る
淀
君
は
、

あ
た
か
も
悪
魔
の
権
化
と
で
も
い
う
べ
き
恐
る
べ
き
存
在
感
を
発
散
さ
せ
て
い
る
。
橋
爪
氏
は
「
体
の
輪
郭
に
沿
っ
て
刻
ま
れ
た
短
い
墨

線
が
暈
し
と
な
り
、
全
身
か
ら
微
光
を
発
し
て
暗
闇
に
妖
し
く
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。（
中
略
）
恒
富
は
主
人
公
の
精
神
の
表
現
を
意
識

し
、
短
い
墨
線
に
よ
る
暈
し
に
よ
っ
て
象
徴
主
義
的
な
作
品
へ
と
《
淀
君
》
を
昇
華
さ
せ
た
。」

（
10
）

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ

し
い
印
象
を
発
す
る
迫
力
あ
る
淀
君
の
立
ち
姿
は
、
彼
方
を
睨
み
つ
け
る
鋭
い
表
情
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
悪
魔
主
義
的
な
雰
囲
気
を
発
散

し
て
い
る
。
橋
爪
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
造
形
的
に
は
、
黒
い
髪
が
頭
上
か
ら
肩
に
沿
っ
て
降
り
て
い
く
あ
た
り
に
「
ぼ
か
し
」
を
用

い
る
な
ど
、
外
隈
の
よ
う
な
技
法
を
効
果
的
に
使
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
ま
た
、
淀
君
の
周
囲
に
見
ら
れ
る
グ
レ
ー
の
背
景
も
、
濃
淡

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
デ
リ
ケ
ー
ト
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
黒
へ
の
執
着
は
、
恒
富
の
全
画
業
を
貫
く
生
命
線
と
で
も
い
う
べ
き
重
要
な

特
質
だ
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
雰
囲
気
は
ま
っ
た
く
異
な
る
が
、
や
は
り
、
立
ち
姿
を
描
い
た
《
花
の
夜
》（
関
西
大
学
博
物
館
蔵
）（
図
⚗
）
も
こ
う
し
た
長

い
系
譜
に
つ
な
が
る
日
本
画
で
あ
る
。
一
瞥
す
る
と
、
美
し
い
可
憐
な
女
性
の
立
ち
姿
が
目
を
惹
く
が
、
頭
部
の
黒
い
髪
や
、
そ
の
上
に

伸
び
る
樹
木
の
枝
は
、
ぼ
か
し
や
に
じ
み
を
用
い
て
、
上
村
松
園
ら
が
得
意
と
し
た
小
奇
麗
な
型
に
嵌
る
の
を
避
け
、
茫
洋
と
し
た
妖
し

げ
な
雰
囲
気
を
漂
わ
す
。《
淀
君
》
と
比
較
す
れ
ば
、
全
体
的
に
圧
倒
的
な
明
る
さ
が
増
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
画
面
上
部
に
は

翳
り
が
あ
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
に
入
っ
た
作
品
に
見
ら
れ
る
明
る
さ
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
絵
画
は
、「
手
を
使
っ
て
筆
で
描
い
た
」
と
い
う
身
体
的
な
痕
跡
を
残
す
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
恒
富
ら
し
さ
が
滲
み
出

る
。
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大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
三
十
八
歳
の
と
き
に
大
阪
市
南
区
の
高
津
神
社
境
内
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
た
。
こ
の
頃
か
ら
、「
に
お
い
立

つ
よ
う
な
」
と
形
容
さ
れ
る
恒
富
式
美
人
画
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
京
大
阪
の
画
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
四
十
一
歳
の
と
き
に
《
立
美
人
》（
横
山
大
観
記
念
館
蔵
）（
図
⚘
）
を
描
い
て
、
恒
富
式
美
人
図
を
確
立
さ
せ
る
。
縦
長

の
画
面
の
右
側
に
女
性
の
ほ
ぼ
全
身
を
配
置
し
、
画
面
左
側
は
余
白
に
す
る
大
胆
な
構
図
で
あ
る
。
こ
の
絵
画
で
も
、
女
性
の
着
物
の
輪

郭
線
は
、
濃
淡
の
変
化
と
と
も
に
、
微
妙
な
肥
痩
の
線
描
と
な
っ
て
お
り
、
筆
跡
の
生
気
を
残
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
着
物
の
柄

の
丸
く
て
赤
い
模
様
で
あ
る
が
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
赤
い
丸
が
白
い
着
物
と
対
照
的
に
点
在
す
る
。
に
じ
み
の
効
果
を
活
か
し
た
作
品
で

あ
る
。
こ
の
頃
を
相
前
後
す
る
時
期
、
す
な
わ
ち
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
（
一
九
二
一
―
一
九
二
八
）
頃
に
、
代
表
作
《
鷺
娘
》（
福

富
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
室
蔵
）（
図
⚙
）
が
制
作
さ
れ
た
。《
鷺
娘
》
は
、
や
は
り
《
立
美
人
》
と
同
様
に
、
画
面
の
右
側
に
身
体
を

寄
せ
た
大
胆
か
つ
瀟
洒
な
構
図
の
女
性
像
で
、
舞
踊
の
「
鷺
娘
」
を
題
材
に
し
て
お
り
、
恒
富
自
身
が
よ
ほ
ど
気
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
あ
る
い
は
、
わ
ず
か
に
異
な
る
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
に
よ
る
作
品
が
複
数
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
注
文
主
の
人
気
が
高
か
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。
鷺
娘
の
頭
部
だ
け
が
色
紙
大
の
版
画
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
変
な
人
気
が
続
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
も
か
く
、

画
面
中
央
を
垂
下
す
る
白
い
着
物
の
輪
郭
線
は
、
ぼ
か
し
を
用
い
ら
れ
て
絵
画
的
な
美
し
さ
を
湛
え
て
い
る
。
細
く
ぼ
か
さ
れ
た
線
描

は
、
筆
跡
の
効
果
を
留
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ほ
ぼ
同
様
の
構
図
の
も
う
一
点
の
《
鷺
娘
》（
石
川
県
立
美
術
館
蔵
）
で
も
ま
た
、
同
様

の
ぼ
か
し
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
一
層
ぼ
か
し
の
効
果
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
そ
の
顔
貌
表
現
は
、
ぼ
か
さ
れ
た
着
物
と
対
照
的

に
、
朱
を
入
れ
た
唇
の
形
態
が
、
切
れ
る
よ
う
に
細
く
て
繊
細
な
線
描
で
形
づ
く
ら
れ
た
。
白
い
着
物
姿
の
《
鷺
娘
》
は
、
輪
郭
線
を
ぼ

か
さ
れ
、
暗
い
闇
を
背
景
に
妖
艶
な
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
は
、
恒
富
に
し
て
は
珍
し
い
風
景
画
《
宗
右
衛
門
町
》（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
）

を
日
本
美
術
院
の
画
家
た
ち
と
と
も
に
画
帖
の
一
枚
と
し
て
描
き
、
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
風
景
画
で
は
、
墨
の
効
果
を
全
面
的

北
野
恒
富
の
水
墨
技
法
に
よ
る
日
本
画
（
中
谷
）
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に
用
い
て
、
大
観
風
の
水
墨
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

三

渋
く
幻
想
的
な
色
彩

し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
圧
巻
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
再
興
第
十
四
回
院
展
に
出
品
さ
れ
た
大
画
面
の
《
蓮
池
（
朝
）》（
耕

三
寺
博
物
館
蔵
）（
図
10
）
だ
と
思
わ
れ
る
。「
採
蓮
図
」
は
、
古
く
か
ら
中
国
や
日
本
で
多
く
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
図
様
で

あ
る
が
、
恒
富
は
、
舟
に
乗
っ
た
女
性
二
人
が
、
互
い
に
背
中
を
見
せ
な
が
ら
舟
の
両
端
で
、
こ
れ
か
ら
蓮
を
採
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
を

描
い
た
。
青
い
着
物
を
着
た
左
の
女
性
は
、
洋
髪
で
手
に
棹
を
持
ち
、
舟
を
操
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
舟
の
真
ん
中
に
は
人
が
お
ら

ず
、
い
さ
さ
か
空
虚
な
雰
囲
気
が
漂
う
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
二
人
の
女
性
の
心
理
状
態
を
反
映
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
現
実
を
離

れ
た
彼
岸
の
世
界
で
舟
に
乗
る
よ
う
に
見
え
る
二
人
の
女
性
は
、
観
照
的
性
格
と
し
て
は
「
緩
慢
」
な
運
動
感
を
表
し
て
お
り
、
彼
ら
は

茫
洋
と
し
た
世
界
の
中
で
動
き
を
続
け
る
。
ま
こ
と
に
幻
想
的
で
奇
怪
な
絵
画
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
二
人
の
頭
髪
は
あ
く
ま
で
黒

く
、
し
か
も
恒
富
独
自
の
ぼ
か
し
が
利
い
て
い
る
。
右
の
女
性
の
頭
に
は
、
当
時
流
行
し
た
櫛
が
刺
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
形
態
は
「
つ

の
」
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
の
結
果
な
の
か
、
そ
れ
と
も
恒
富
に
よ
る
「
隠
し
味
」
で
あ
っ
た
の
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
こ
う
し
た
諸
要
素
が
、
画
面
全
体
に
「
不
気
味
さ
」、「
奇
怪
さ
」、「
幻
想
性
」
を
漂
わ
す
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て

は
な
ら
な
い
。
だ
が
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
池
に
広
が
る
大
き
な
蓮
の
葉
の
色
彩
で
は
な
か
ろ
う
か
。
緑
が
混
じ
っ
た
グ
レ
ー
の
葉
の

色
は
、
ど
こ
ま
で
も
渋
く
、
幻
想
性
を
増
し
て
い
る
。《
蓮
池
（
朝
）》
は
、
恒
富
の
代
表
作
の
一
点
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

近
代
日
本
画
を
代
表
す
る
秀
抜
な
作
品
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
黒
で
は
な
い
が
、
深
く
沈
み
込
む
青
緑
を
ベ
ー
ス
に
す
る
グ
レ
ー

の
色
調
が
観
者
を
圧
倒
す
る
。

昭
和
に
入
っ
た
恒
富
は
、
い
よ
い
よ
斬
新
な
日
本
画
を
目
指
し
て
、《
戯
れ
》（
一
九
二
九
年
・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
）（
図
11
）
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を
制
作
し
た
が
、
そ
の
大
胆
な
画
面
構
成
は
、
や
は
り
《
鷺
娘
》
の
特
質
を
引
き
継
い
で
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
画
面
の
上
半

分
は
、
目
も
鮮
や
か
な
緑
の
紅
葉
に
よ
る
群
葉
で
占
め
ら
れ
、
そ
の
下
の
隅
に
カ
メ
ラ
を
構
え
る
若
い
女
性
の
姿
が
配
さ
れ
た
。
俯
き
か

げ
ん
で
カ
メ
ラ
を
覗
き
見
る
女
性
は
、
画
面
の
中
心
か
ら
ず
ら
さ
れ
、
い
わ
ば
画
面
か
ら
は
み
出
る
恰
好
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
心
を
外

し
た
構
図
は
、
フ
ラ
ン
ス
十
九
世
紀
の
画
家
エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ
（
D
egas
一
八
三
四
―
一
九
一
七
）
が
、
し
ば
し
ば
描
い
た
大
胆
な
構

図
で
あ
る
が
、《
戯
れ
》
に
ド
ガ
の
影
響
が
あ
る
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
ド
ガ
の
構
図
に
最
も
近
い
作
風
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

い
。
と
も
か
く
、
小
林
古
径
や
前
田
青
邨
ら
の
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
作
風
と
同
様
に
、
日
本
画
の
近
代
化
を
象
徴
す
る
画
面
構
成
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
中
心
を
外
し
た
構
図
に
つ
い
て
は
、
ド
ガ
で
い
え
ば
、《
菊
の
そ
ば
の
婦
人
（
エ
ス
テ
ル
夫
人
）》（
一
八
六
五
年
・

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）（
図
12
）
や
《
バ
ー
で
練
習
す
る
二
人
の
踊
り
子
》（
一
八
七
六
―
七
七
年
）
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）

（
図
13
）
な
ど
多
数
あ
る
。

さ
て
、
同
時
期
の
制
作
と
思
わ
れ
る
《
藤
娘
》（
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
・
弥
生
美
術
館
蔵
）（
図
14
）
で
は
、
に
じ
み
や
ぼ
か
し
を
効

果
的
に
使
っ
て
、
大
津
絵
の
画
題
と
し
て
知
ら
れ
る
「
藤
娘
」
を
描
い
て
い
る
。
娘
の
姿
は
あ
ら
ゆ
る
部
分
で
筆
跡
を
残
し
て
、
い
わ
ば

ざ
っ
く
り
と
描
か
れ
、
松
園
ら
の
日
本
画
の
よ
う
に
、
形
態
と
色
彩
を
隙
な
く
小
奇
麗
に
ま
と
め
る
手
法
の
対
極
に
あ
る
。
あ
た
か
も

《
藤
娘
》
は
、
完
成
作
で
は
な
く
下
絵
と
し
て
の
草
稿
の
趣
で
あ
る
。
し
か
し
、
画
面
左
上
に
落
款
を
記
し
て
い
る
の
で
、
完
成
作
で
あ

る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
大
津
絵
の
民
画
的
な
土
俗
性
を
狙
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
そ
う
し
た
技
法
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
恒
富
の
美
意
識
と
深
く
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
恒
富
は
、
美
し
く
て
完
璧
な
型
を
重
視
す
る
京
都
の
日
本
画
と
は

異
な
る
美
意
識
を
も
ち
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
、
筆
触
や
に
じ
み
、
あ
る
い
は
ぼ
か
し
な
ど
、
広
義
の
筆
跡
を
残
す
水
墨
画
的
な
作
品
を
描

こ
う
と
し
た
。

こ
う
し
た
技
法
は
、
や
は
り
昭
和
初
期
作
と
推
測
さ
れ
る
《
春
駒
》（
個
人
蔵
）（
図
15
、
16
、
17
）
に
お
い
て
も
顕
著
で
、
女
が
被
る

北
野
恒
富
の
水
墨
技
法
に
よ
る
日
本
画
（
中
谷
）
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鼠
色
の
頬
被
り
や
、
鮮
や
か
な
赤
い
着
物
、
そ
の
上
に
重
ね
た
黒
の
羽
織
な
ど
、
す
べ
て
が
筆
触
の
痕
跡
を
残
す
素
晴
ら
し
い
造
形
感
覚

を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
黒
の
羽
織
の
描
き
方
は
、
ま
る
で
描
き
散
ら
か
し
た
か
の
よ
う
に
筆
さ
ば
き
の
勢
い
を
残
し
て
お
り
、
そ
の

荒
々
し
い
筆
跡
は
恒
富
の
真
骨
頂
で
あ
る
。
日
本
画
と
い
う
よ
り
も
、
水
墨
の
文
人
画
、
あ
る
い
は
油
彩
素
描
を
想
起
さ
せ
る
ほ
ど
に
活

き
活
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
物
や
背
後
の
馬
の
人
形
を
か
た
ど
る
き
れ
ぎ
れ
の
線
描
は
、
絵
画
的
造
形
の
美
し
さ
と
は
何
か
を
典
型

的
に
教
え
て
く
れ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
初
期
の
初
々
し
い
絵
画
と
し
て
見
ど
こ
ろ
は
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
平
板
に
見
え
る
《
願

い
の
糸
》
か
ら
、
大
正
末
期
・
昭
和
初
期
に
至
る
恒
富
の
絵
画
は
、
単
に
絵
画
技
法
の
腕
を
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
日
本
画

の
美
し
さ
と
は
何
か
」
を
自
ら
発
見
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
《
春
駒
》
は
、
扇
面
形
式
の
画
面
に
女
性

半
身
像
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
扇
面
画
で
は
な
く
、
矩
形
の
画
面
の
中
に
扇
面
形
式
の
画
面
を
枠
取
り
し
て
描
か
れ
た
作

品
と
な
っ
て
い
る
。
画
面
右
下
に
「
恒
富
」
の
墨
書
と
「
恒
富
」
の
朱
文
長
方
印
が
見
ら
れ
、
材
質
寸
法
は
、
絹
本
著
色
、
縦
四
二
、
一

×
横
五
〇
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

そ
う
し
た
日
本
画
の
在
り
方
を
色
彩
の
観
点
か
ら
突
き
詰
め
た
の
が
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
《
阿
波
踊
》（
徳
島
私
立
徳
島
城
博

物
館
蔵
）（
図
18
）
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
二
人
の
女
性
が
踊
り
な
が
ら
歩
ん
で
い
る
が
、
後
方
の
女
性
は
、
天
神
に
提
灯
を
吊
り
下
げ
た

三
味
線
を
持
つ
。
こ
の
吊
り
方
は
、
恒
富
が
発
案
し
た
と
い
う（

11
）が
、
三
味
線
の
音
色
に
合
わ
せ
て
踊
る
一
人
の
女
性
は
、
両
手
を
上
げ
て

前
か
が
み
と
な
り
、
左
足
を
後
方
で
高
く
上
げ
て
い
る
。
そ
の
リ
ズ
ム
感
に
満
ち
た
運
動
表
現
は
、
心
地
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ

り
も
観
者
を
驚
か
せ
る
の
は
、
鮮
や
か
な
赤
と
黄
の
着
物
の
色
彩
で
あ
ろ
う
。
近
代
の
日
本
画
で
、
こ
れ
ほ
ど
鮮
や
か
な
色
彩
を
用
い
て

成
功
し
た
絵
画
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
水
彩
画
の
よ
う
な
透
明
感
の
あ
る
赤
と
黄
は
、
一
瞥
で
は
派
手
派
手
し
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
画
面
全
体
の
色
調
を
壊
し
て
は
い
な
い
。
こ
こ
に
恒
富
の
抜
き
出
た
才
能
を
見
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
天
賦
の
才
能
と
は
こ
う

し
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
《
阿
波
踊
》
は
、
数
あ
る
近
代
日
本
画
の
中
で
も
、
突
出
し
た
革
新
的
作
品
だ
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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さ
て
、
恒
富
の
生
涯
に
わ
た
る
画
業
の
中
で
、
非
常
に
ま
と
ま
り
の
よ
い
作
品
が
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
《
宝
恵
籠
》（
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館
蔵
）（
図
19
）
で
あ
ろ
う
。
今
宮
戎
神
社
の
十
日
戎
の
日
に
、
芸
妓
を
乗
せ
た
宝
恵
籠
が
市
中
を
練
り
歩
く
。
緊
張
し

た
面
持
ち
の
可
憐
な
少
女
の
俯
き
か
げ
ん
の
表
情
が
魅
力
的
で
あ
る
。
恒
富
の
絵
画
に
は
、
登
場
人
物
の
「
心
の
中
」
を
描
い
て
い
る
も

の
が
多
い
。《
宝
恵
籠
》
は
、
先
に
紹
介
し
た
《
藤
娘
》
や
《
春
駒
》
の
筆
跡
を
残
し
た
作
風
と
も
違
い
、
松
園
ら
の
京
都
の
日
本
画
が

行
き
着
い
た
完
成
度
の
高
い
絵
画
に
近
い
。
大
胆
な
模
様
で
目
を
惹
く
紅
白
の
幕
、
緻
密
に
描
か
れ
た
少
女
の
着
物
姿
が
そ
う
で
あ
る

が
、
着
物
の
半
襟
に
は
白
い
胡
粉
が
厚
く
盛
り
上
げ
ら
れ
て
、生
地
の
質
感
を
見
事
に
表
し
て
い
る
。
黒
と
白
と
の
鹿
の
子
の
帯
の
色
調

も
絶
妙
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
作
品
な
ど
は
広
い
意
味
で
、
松
園
や
清
方
ら
の
美
人
画
と
も
共
有
す
る
切
れ
味
の
よ
い
輪
郭
線
を
駆
使
し

た
日
本
画
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
ぼ
か
し
を
使
っ
た
柔
ら
か
い
文
様
を
見
せ
る
ピ
ン
ク
色
の
着
物
の
表
現
は
、
恒
富
な
ら
で
は
の

も
の
で
、
薄
い
ピ
ン
ク
色
か
ら
濃
い
赤
色
へ
と
向
か
う
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
色
調
は
、
決
然
と
し
た
紅
白
の
幕
の
強
さ
と
対
照
的
で

あ
る
。

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
制
作
さ
れ
た
《
い
と
さ
ん
こ
い
さ
ん
》（
京
都
市
美
術
館
蔵
）（
図
20
）
の
渋
い
色
彩
は
、
恒
富
芸
術
の

一
つ
の
個
性
を
指
し
示
す
。「
大
阪
で
生
き
る
」
と
い
う
決
意
を
し
た
恒
富
が
、
大
阪
情
緒
あ
ふ
れ
る
商
家
の
子
女
を
画
題
に
採
り
上
げ

た
。
縁
台
で
く
つ
ろ
ぐ
⚒
人
の
姉
妹
。
重
く
沈
ん
だ
グ
レ
ー
の
着
物
を
着
た
い
と
さ
ん
（
姉
）
の
姿
は
、
船
場
の
四
姉
妹
を
小
説
に
し
た

谷
崎
潤
一
郎
の
『
細
雪
』
を
髣
髴
さ
せ
る
。
ち
な
み
に
、『
細
雪
』
の
連
載
が
始
ま
っ
た
の
は
、
恒
富
が
こ
の
絵
画
を
描
い
た
六
年
後
で

あ
る
。
床
机
に
腰
を
掛
け
て
微
笑
む
姉
と
妹
が
、
の
ん
び
り
と
休
憩
し
て
い
る
場
面
全
体
を
、
姉
の
着
物
の
少
し
藍
を
混
入
さ
せ
た
「
黒

い
色
彩
」
が
ま
と
め
上
げ
て
い
る
。
背
景
の
グ
レ
ー
も
含
め
て
、
恒
富
な
ら
で
は
の
黒
や
グ
レ
ー
の
色
彩
の
用
い
方
で
、
近
代
日
本
画
に

お
け
る
美
人
図
で
も
特
異
な
作
例
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
女
性
像
に
対
し
て
も
恒
富
の
水
墨
技
法
が
生
き
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
頭
髪

の
輪
郭
線
は
、
明
確
な
線
描
で
描
か
れ
る
こ
と
な
く
、
ぼ
か
し
を
駆
使
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
着
物
の
柄
の
白
く
て
丸
い
文
様
は
、

北
野
恒
富
の
水
墨
技
法
に
よ
る
日
本
画
（
中
谷
）
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に
じ
み
や
ぼ
か
し
の
効
果
を
う
ま
く
用
い
て
い
る
。
黒
を
使
っ
た
「
渋
さ
」
が
、
恒
富
の
根
底
に
あ
る
絵
画
表
現
の
核
で
も
あ
り
、
そ
れ

が
大
正
期
の
《
道
行
》（
一
九
一
三
年
頃
・
福
富
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
室
蔵
）、《
五
月
雨
》（
一
九
一
六
年
・
福
富
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
資
料
室
蔵
）、《
鏡
の
前
》（
一
九
一
五
年
・
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
蔵
）、《
風
》（
一
九
一
七
年
・
広
島
県
立
美
術
館
蔵
）、《
盆
踊
り
》

（
一
九
一
八
年
・
山
口
県
立
美
術
館
蔵
）、《
三
味
線
》（
一
九
二
一
年
・
石
川
県
立
美
術
館
蔵
）、
昭
和
期
の
《
夜
桜
》（
一
九
四
三
年
・
大

阪
市
立
美
術
館
蔵
）、《
真
葛
庵
之
蓮
月
》（
一
九
四
二
年
・
京
都
市
美
術
館
蔵
）
な
ど
の
作
品
に
し
ば
し
ば
顔
を
覗
か
せ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
黒
が
し
ば
し
ば
水
墨
画
風
に
力
強
く
自
己
主
張
を
行
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
松
園
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
日

本
画
家
と
恒
富
と
の
違
い
で
あ
る
。

お
わ
り
に

恒
富
の
代
表
作
は
、《
淀
君
》、《
鷺
娘
》、《
蓮
池
（
朝
）》、《
戯
れ
》、《
阿
波
踊
》、《
宝
恵
籠
》、《
い
と
さ
ん
こ
い
さ
ん
》
な
ど
、
数
え

上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
多
く
、
こ
の
他
に
も
代
表
作
と
い
え
る
も
の
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
一
定
の
数
に
絞
り
切
れ
な
い
と
こ
ろ
に
恒

富
の
実
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
水
墨
画
的
な
筆
触
を
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
た
の
で
、
い
き
お
い
、
選

択
し
た
作
品
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
恒
富
の
大
き
な
特
質
で
あ
る
水
墨
画
的
な
筆
跡
は
、
大
作
に
限
ら
ず
、《
花

見
》
や
《
春
駒
》
な
ど
の
比
較
的
小
さ
な
絵
画
に
も
し
っ
か
り
と
刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
恒
富
の
作
品
を
幅
広
く
検
討
す
る

こ
と
で
、
恒
富
の
特
質
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
水
墨
画
的
特
質
は
、
近
代
日
本
の
美
人
画
家
た
ち
、
た
と
え
ば
、
京
都
の
上
村
松
園
ら
の
代
表
的
な
日
本
画
家
た
ち
に
は
希
薄
で

あ
る
。
松
園
は
筆
触
の
跡
を
な
ま
な
ま
し
く
残
す
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
の
日
本
画
は
、
寸
分
の
狂
い
も
な
い
完
璧
な
線
描
と
、
同
じ

く
ま
っ
た
く
完
璧
な
ヴ
ァ
ル
ー
ル
（
色
価
）
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
ヴ
ァ
ル
ー
ル
の
画
家
松
園
は
、
近
代
の
日
本
画
、
と
り
わ
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け
美
人
画
の
一
つ
の
頂
点
と
な
る
「
型
」
に
到
達
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
松
園
ら
の
京
都
の
日
本
画
家
た
ち
の
動
か
し
が
た

い
「
型
」
は
、
確
か
に
素
晴
ら
し
い
と
は
い
え
、
活
き
活
き
と
し
た
筆
さ
ば
き
の
跡
を
消
し
去
っ
て
い
る
。
恒
富
の
言
葉
を
借
り
て
、
極

端
に
批
判
す
る
な
ら
、「
カ
チ
カ
チ
の
細
工
も
の
」

（
12
）

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
松
園
ら
の
日
本
画
は
、
良
く
も
悪
く
も
京
都

的
な
躍
動
感
の
な
い
停
止
し
た
「
型
の
文
化
」
の
表
明
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
恒
富
の
真
価
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
型
」
を
打
ち
破
る
荒
々
し
い
筆
触
の
痕
跡
が
示
す
魅
力
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
京
都
の
日
本
画
と
は
異
な
っ
て
、「
型
」
に
嵌
ら
な
い
恒
富
の
活
き
活
き
と
し
た
筆
跡
に
は
、
松
園
や
清
方
に
十
分
対
抗
で
き

る
質
の
高
さ
が
見
て
と
れ
る
。
従
来
の
あ
ま
り
に
も
低
い
恒
富
に
対
す
る
評
価
を
作
品
に
即
し
て
全
面
的
に
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
美
人
画
家
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
恒
富
で
は
あ
る
が
、
あ
え
て
、
近
代
日
本
画
の
美
人
画
家
の
代
表
者
と
い
え
ば
、
京
都
の
上

村
松
園
、
東
京
の
鏑
木
清
方
、
そ
し
て
、
大
阪
の
北
野
恒
富
だ
と
い
っ
て
お
き
た
い
。

注（
⚑
）
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
編
『
没
後
70
年
北
野
恒
富
展
』、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
、
島
根
県
立
石
見
美
術
館
、
千
葉
市
美
術
館
、
平
成
二
十
九
年
（
二

〇
一
七
）、
五
七
頁
。

（
⚒
）
同
書
、
五
七
頁
。

（
⚓
）『
大
毎
美
術
』
第
十
六
号
、
大
正
十
三
年
一
月
。

（
⚔
）
日
本
美
術
全
集
『
洋
画
と
日
本
画
近
代
の
美
術
Ⅱ
』
第
二
十
二
巻
、
講
談
社
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
は
、
高
階
秀
爾
、
陰
里
鉄
郎
、
田
中
日
佐
夫

に
よ
る
編
集
で
、
池
田
蕉
園
（
東
京
）、
梶
原
緋
佐
子
（
京
都
）、
伊
藤
小
坡
（
伊
勢
―
京
都
）、
鏑
木
清
方
（
東
京
）、
岡
本
神
草
（
神
戸
―
京
都
）、
谷

角
日
婆
春
ら
の
か
な
り
マ
イ
ナ
ー
な
日
本
画
家
た
ち
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
北
野
恒
富
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

（
⚕
）
北
川
博
子
「
北
野
恒
富
と
浮
世
絵
、
そ
し
て
大
阪
」、
前
掲
書
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
編
『
没
後
70
年
北
野
恒
富
展
』、
二
一
五
―
二
一
九
頁
。

（
⚖
）「
北
野
恒
富
さ
ん
に
物
申
さ
ん
」、『
夜
雨
草
堂
』、
掲
載
紙
不
詳
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）。

北
野
恒
富
の
水
墨
技
法
に
よ
る
日
本
画
（
中
谷
）
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（
⚗
）
橋
爪
節
也
「
夜
雨
庵
北
野
恒
富
―
そ
の
芸
術
と
逆
説
」、
前
掲
書
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
『
没
後
70
年
北
野
恒
富
展
』、
一
五
一
頁
。

（
⚘
）
同
書
、
一
五
一
頁
。

（
⚙
）
北
野
恒
富
「
日
本
的
大
坂
的
な
も
の
を
―
美
術
館
の
誕
生
に
寄
せ
て
―
」、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
石
川
県
立
美
術
館
、
滋
賀
県
立
近
代
美

術
館
、
ア
ー
ト
シ
ス
テ
ム
編
『
北
野
恒
富
展
』、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）、
一
八
四
頁
。

（
10
）
橋
爪
節
也
「
北
野
恒
富
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
―ʠ
浪
花
情
緒
ʡ
の
ʠ
美
人
画
家
ʡ
と
い
う
伝
説
」、
前
掲
書
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
『
没
後
70
年
北
野
恒
富
展
』、

一
八
頁
。

（
11
）
小
川
裕
久
「
北
野
恒
富
筆
《
阿
波
踊
》
を
め
ぐ
っ
て
」、
前
掲
書
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
『
没
後
70
年
北
野
恒
富
展
』、
一
七
四
頁
。

（
12
）『
大
毎
美
術
』
第
十
六
号
、
大
正
十
三
年
一
月
。

【
図
版
出
典
】
図
⚑
、
⚒
、
⚓
、
15
、
16
、
17
（
筆
者
）、
図
⚕
（
日
本
美
術
全
集
『
洋
画
と
日
本
画
』
講
談
社
）、
図
12
、
13
、（
リ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
版
『
ド
ガ
』）、

図
⚔
、
⚖
～
11
、
14
、
18
、
19
、
20
（『
没
後
70
年
北
野
恒
富
展
』）。
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北
野
恒
富
の
水
墨
技
法
に
よ
る
日
本
画
（
中
谷
）
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図⚑ 恒富《花見》

図⚒ 恒富《花見》（部分）

図⚓ 恒富《花見》落款

図⚔ 恒富《願いの糸》
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図⚕ 上村松園《娘深雪》図⚖ 恒富《淀君》

図⚗ 恒富《花の夜》図⚘ 恒富《立美人》図⚙ 恒富《鷺娘》⚒
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図10 恒富《蓮池》（部分）

図11 恒富《戯れ》

図12 ドガ《菊のそばの婦人》
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図13 ドガ《バーで練習する二人の踊り子》

図14 恒富《藤娘》

図15 恒富《春駒》

図16 恒富《春駒》（部分）図17 恒富《春駒》落款
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図18 恒富《阿波踊》

図19 恒富《宝恵籠》

図20 恒富《いとさんこいさん》（部分）
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